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（一社）兵庫県民間病院協会理事
（医）樹光会　大村病院

理事長　森村　安史

ついに来た
NETが世論を動かす日

動画投稿サイトやSNSの発達によって誰でもが自分の放送局を持つことができるように
なった。人を惹きつける芸や話術、ネタがあれば、とんでもない内容であっても思想や宗教、
価値観に束縛されることなく自由な発信ができるのである。右から左までどのように偏った
思想の内容であっても倫理的な問題発言であっても、プラットフォームを選べば発信する内
容にはほとんど制約がない。過激な内容でも、スキャンダラスな内容でも世界に向けて自分
が作成した動画を拡散させていくことができるのである。それが何かのきっかけで炎上した
りすると、その動画がまた切り取られて別の内容になって拡散されていく場合もあるよう
だ。世界中に数多くのフォロワーが生まれると、またそれが快感となってより過激な発信と
なることがある。問題を起こすYouTuberが誕生する背景である。だからNET上で拡散され
る話題は真実性に乏しく役に立たないと考えられてきた。昔の「２ちゃんねる」はオウム真
理教の布教活動にも使われていたのである。迂闊にNET上の情報に惑わされるととんでも
ない世界に引き摺り込まれることもあるのだ。NET界隈は怪しい世界であると考えられて
いた。

一方で地上波放送のニュースなどで利用されている動画にも一般の人々からの投稿が増
えてきた。誰もがポケットに撮影機材を持っているのだから、誰でもがスクープ映像の作者
になることができるのである。地上波のTVや新聞などはオールドメディアと揶揄され、オー
ルドメディアから発信されるニュースの信頼性も著しく低下している。彼らが自分たちで取
材して得た映像を使うのではなく、NETに流れている映像を編集して利用するようになっ
たのも一因だろう。また彼らが言う「放送しない自由」と言う言葉の中に、第四の権力とし
てのメディアの傲慢さが隠れていたからなのかもしれない。自分たちが世論を作るのだと
か、気に入らない政治家の首をとってやるといった驕り昂ぶった発言をするメディア関係者
もいた。他人に厳しく自分に甘い、露骨な偏向報道が次第に人々から愛想を尽かされるよう
になってきた。「桜を見る会」「モリカケ」といった極端な安倍叩きにもかかわらず、安倍長
期政権が維持された頃から、マスコミの化けの皮が剥がれかかってきていたのかもしれな
い。マスコミが叩いても、叩いても「こんな人たちに負けるわけにはいかない」と訴える安
倍晋三の人気は衰えることがなかった。NETの力はこの頃には広く人々の中に浸透してき
ていた。しかし、まだNET上の書き込みや、発信は紛い物が多くて信用できないという声
も大きかった。NETで拾ってきたニュースを他の人に大きな声で話すことはまだ憚られて
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いた。彼らは「ネトウヨ」「パヨちん」あるいは「陰謀論者」といった言葉で馬鹿にされて
いたのである。

2024年はアメリカでも日本でもオールドメディアによるメディア民主主義は完全に終了
した年となった。「放送しない自由」という嘘が通用しない。放送されていないところにあっ
た真実に簡単にアクセスすることができるようになったからである。今までオールドメディ
アによって流されてきた、大衆民主主義が、次はNET民主主義にとって変わろうとしている。
ここには極めて危険な要素が含まれている。民主主義という思想そのものがもはや時代遅れ
になってきているのではないかとも思うのである。世論を誘導できさえすれば多数意見を形
成して国を動かすことができるのである。大衆を動かす力の背後にどのような邪悪が存在し
ていたとしても、それを見抜くこともできずに国そのものが危機に直面することもあるだろ
う。このことは昔から民主主義のリスクとして知られていたことではあるが、大衆を動かす
方法がこれまで以上に複雑化した。

令和七年はもはや「オールドメディア対SNS」「自由主義国家対独裁国家」などという単
純な二項対立の構図だけでは解決しない時代になった。どの情報を信じるのか、誰の発信を
是と捉えるのか、色々なソースを使って拾い上げた情報の潮流の中から、自分の力で読み取
るしか方法はないのである。今私たちに求められていることは、自分の国家観や宗教観、倫
理観など国として、人間として何を最も大切にしていくのかという、根本的な思想を確立す
ることである。目前の個人的な利益だけに重点を置く人もいるだろう。日本国が存続するた
めに必要な力を大切に考える人もいるだろう。さまざまな利害関係、人間関係のしがらみが
思考の自由に影響を及ぼしてくる。今年は参議院選挙が行われる。色々な媒体から送り込ま
れるソースの中から、自分にとって大切なものを語りかけてくる政治家に一票を投じたい。
そのためにこそ自身の拠り所となる根幹を腐らせないで育てておきたいものである。
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随　　筆随　　筆随　　筆essay

（一社）兵庫県民間病院協会理事
（医社）汐咲会　井野病院

理事長 ･ 院長　井野　隆弘

私の気分転換法

コロナ感染症が日本に上陸する前は、以前
にもこの随筆欄で述べましたが、東京での学
会や薬剤メーカーの講演会後の美術館・博物館
めぐり、オーケストラ演奏会のコンサートホー
ルめぐりが私の大きな気分転換の方法でした。

上野の国立西洋美術館や国立博物館は常設展
でも所蔵作品の入れ替えや新規購入作品の展示
があるため、時間の許す限り足を運んでいまし
た。また、東京にはオーケストラやコンサート
ホールがたくさんあり、演奏のみならずコン
サートホールの内装やホールトーンの違いを鑑
賞するのも楽しみの一つでした。

ところが、コロナ禍で学会はWEBとなり、
大規模講演会も中止、旅行自体も感染リスクと
なったため東京へ出かけることがなくなってし
まいました。そのため大阪中心のコンサート鑑
賞が中心となり、大阪フィルハーモニー、日本
センチュリー、西宮芸文センター各オーケスト
ラの定期会員になり、毎月の演奏会にいそいそ
と出かけるのが日頃の疲れから解放される気分
転換の方法になりました。

その中の一コマ。大阪フィルハーモニーの
毎月の演奏会でいつも私の前の席に座る女性
が、いつも演奏会が始まってしばらくすると
頭がゆらゆら揺れて舟を漕ぎ始め、隣のご主
人（？）に寄りかかって完全に熟睡状態に陥
るのです。そして曲の終わりのクライマックス
で覚醒されるのです。せっかく演奏会に来て
いてもったいないなといつも感じていたので

すが、何と最近、私にも同じことが発生！  定
期演奏会で約４年間、あてがいぶちの曲を聴
いているうちに何となくマンネリ化し、演奏前
の期待感も薄れ、緩徐楽章ではいつの間にか居
眠りをしてしまっている自分にハッとすること
が度々ありました。先述の女性の舟漕ぎを自分
もしているのかと思うと恥ずかしくなってしま
いました。そこで、緊張感・期待感をもって聴
ける状態にしたいと、本年より定期会員は解消
し、海外からの名門オーケストラをはじめ、是
非聴きたいと思う演奏会にしぼって行くことに
しました。これで今後舟を漕ぐ心配はなくなる
でしょう。

もう一つの私の気分転換の話です。コロナ
禍によるゴルフ中断後、運動はもっぱら早朝
と勤務後の愛犬との散歩で、毎日約１万歩を
維持しています。実は一昨年に永年共にして
きた２匹の愛犬（柴犬17才オスと14才メス）
と相次いでお別れしました。彼らはご主人様

（私）ひとすじで、散歩に行っても目的地から
家に帰るまで一直線という従順さで、私の気
分転換を図ってくれていた大切な存在でした。
彼らがいなくなった後、一人で散歩すること
になったのですが、目標もなく無性に淋しさ
を感じ、いてもたってもいられなくなって馴染
みのブリーダーに新たに柴犬（生後10ケ月オ
ス、毛並みが全柴犬の2.5％という胡麻の珍し
い品種らしい）を世話してもらいました。と
ころがこのワン君、若いとはいえ今まで何匹
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も飼ってきたワン達と違って誰にでも甘え、超
気まま。散歩のコースは私ではなくこのワンが
いつも選びます。主従関係が逆になり、「今日
はどこへ行くんか？」などとワン君に声をか

け、語らいながら散歩する今日この頃です。い
つかは私の意向にも従ってくれることを願い
ながら。

今の私の気分転換の話二つでした。

令和６年度公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰を
受賞される

大江　与喜子　先生（兵庫県民間病院協会理事、医療法人財団樹徳会
上ヶ原病院理事長）が、令和６年度公衆衛生事業功労者厚生労働大臣表彰を
受賞されました。

心からお祝い申し上げます。
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随　　筆随　　筆随　　筆essay

（医）川崎病院

経営管理部長　古谷　秀文

兵庫県在住３ケ月で感じたこと

はじめまして。神戸市兵庫区の川崎病院で経
営管理部長をさせていただいております、古谷
秀文と申します。昨年10月に当院に着任し、同
12月より前任の浦川に代わり現職に就いており
ます。これまで人事・労務分野での仕事が大半
で、リクルート活動や人事制度構築などを主に
従事してきましたが、事務長の職にはこの度初
めて就任しております。

神戸市内や兵庫県内の各関係機関の皆様には
日ごろから大変お世話になりながら、着任のご
挨拶ができておらず申し訳ございません。経験
が浅い事務長ですので、いろいろとご迷惑もお
かけするのではないかと思いますが、何卒よろ
しくお願いいたします。

小職は、福岡県内の病院より神戸にまいりま
したが、現在、大阪、山口に続き３度目の単身
生活を送っております。神戸をはじめ兵庫県内
にはこれまで何度か訪れたことはありました
が、生活をするのは初めてですので、56歳を
迎え、どれだけ早く馴染めるだろうかと少々不
安でしたが、神戸市は観光地や飲食店も多く、
大変生活しやすい街であっという間に慣れるこ
とができました。神戸の気候も冬は福岡より気
温も高く、雨も少なく過ごしやすいと感じてい
ます。

また、関西には私の趣味であるスポーツ観戦
をする機会が多くあり、学生時代から社会人ま
で野球をしてきた自身にとっては、休日の楽し
みがとても広がったと感じております。

転居してすぐに高校野球の近畿大会を観戦
し、全国トップクラスの高校野球のレベルを直
接感じることができました。京都での高校駅伝
や花園のラグビー、３月には大阪場所やセンバ
ツ高校野球も始まりますし、甲子園球場での阪
神の応援を体感したり、ノエビアスタジアムな
どにも行ってみたいと今から楽しみにしていま
す。また、大阪や京都、奈良などの県外への交
通網がしっかりとしており短時間で各所に行け
るのも関西の大きな魅力だと思います。

さらに、当院の周りには東山商店街や湊山温
泉、新開地の飲食店街などもあり、私の地元に
はない雰囲気も楽しんでおります。

こちらの方々と接する中で印象的なのは、商
店等の店頭での日常会話の中で店主からだけで
なく、顧客からも『ありがとう』という言葉が
返されていて、聞いていてとても心地よく感じ
ます。

このようなことを通して、人に感謝をし、そ
れをきちんと表現することの大切さを改めて実
感しておりますので、これからも周囲のスタッ
フや仕事上でお世話になっている多くの方々に
感謝の気持ちを忘れずに日々接していきたいと
思っております。

神戸での生活は充実しておりますが、肝心な
病院経営の方は急性期病院としてなかなか厳
しい状況が続いております。従前より地域の皆
様の救急搬送をお断わりすることなく積極的
に受け入れて地域医療に貢献できるよう日々
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努めておりますが、診療報酬改定やコロナの補
助金の影響は予想以上に大きいものだと感じて
おります。

当院は来年で開設90周年を迎えます。今後
も地域の皆様に信頼され、必要とされる病院を

目指し、地域貢献の責務を果たせるようにス
タッフ一同努めてまいります。会員病院の皆様
にはどうぞ温かく見守っていただきますととも
に、引き続きご支援のほどよろしくお願いいた
します。
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随　　筆随　　筆随　　筆essay

昨年11月、私の父が大腸癌の再発もあり、享
年91歳で他界しました。父は、53歳で膀胱癌に
なり膀胱全摘手術を受け人工膀胱になりました
が、気合いで元の職である大工に復帰すること
ができました。父は昔の職人気質といった感じ
の人で、自分にも他人にも厳しく、頑固な性格
で、協調性に欠ける面があり、仕事はいつも同
じ人とペアを組んでいたようです。仕事が終わ
るとまっすぐに家に帰り、休みの日は畑仕事に
精を出す、そのような父でしたから、私は長期
の入院ではなく、在宅で看取りをしてあげたい
と決めていました。父にも、確認はしましたが、
やはり答えは「入院はもう嫌や」の一言でした。
余命について聞いてから、在宅での看取りの準
備をかかりつけの主治医やケアマネさんと相談
しながら進めていきました。自分の仕事と両立
できるのか？と悩みましたが、できるところま
でやって見ようと思い仕事と両立しながら在宅
介護を始めました。

看護師として業務をする中、入院中の患者さ
んやその家族と一緒に、在宅介護を始める手助
けは何回もしてきました。しかし、自分が患者
側に立ってみて、はじめて見えたことや感じた
こと、そして家族でないとわからない不安や悲
しみがたくさんあることを知りました。

私は病院で働いていますが、人は住み慣れた
環境で、命が終わるその時まで、安心して過ご
すことができれば良いなといつも考えていま
す。しかし、在宅での看取りを体験して弱って

いく父の姿を目の当たりにし、在宅介護は大切
な人を見ていく家族の辛さ、悲しみ、そして疲
労もあり、それらは計り知れないものがあるの
だと改めて気づかされました。

そうした中でも、在宅に往診に来てくださる
主治医の先生や訪問看護師さん、ヘルパーさん、
何回も家に顔を出してくださるケアマージャー
さん。それらの在宅医療・看護を専門にされる
皆さんのおかげで本当に救われました。今は言
葉に表すと「感謝」しかありません。この支え
がどれだけ心強かったか、いつも父の事を考え
てくれている、そして私のことを考えてくれて
いるとすごく感じました。やはり在宅で介護を
するということは、実際は患者や家族にはかな
りの負担があり、精神的な疲労もかなりなもの
ですから、それらのサポート体制はとても重要
であると身をもって感じることができました。

父の在宅での看取りを体験し、改めて看護と
は何か？と思い直すきっかけになりました。令
和６年度の診療報酬改定で、医療機関において
組織的に身体拘束を最小化する体制を整備する
ことが規定されました。そこで、いろんな文献
やセミナーを受け、いったいどのようにしてい
くのが良いのかとずっと日々考えさせられてい
ます。

セミナーを受講したその中で聞いた事です
が、身体拘束を廃止する方法を考えるのではな
く、「患者を人として見る」ということを理解
することが重要だと聞き、自分の考えを思い返

改めて、私にとって看護とは

（医）若葉会　明石回生病院

看護部長　松下　友香代
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すことができました。犯された臓器だけが医療
の対象ではなく、「人間を看る」ということです。
その人に認知症があったり、癌のような生活を
脅かすような状態があったとしても、「その人
である」ということを忘れてはならず、そして
私達はそういった方達へ「尊重した看護」とい
うものを提供していく、それこそが看護の基本
であると思い直しました。
「人間らしさ」を最期まで守ってあげられる

事、看護する相手を思いやる心、それを理解す
ることができたなら、身体拘束は本当に必要と
なるのか、他にできることはないのかと、考え
ることができるようになると思います。

在宅で住み慣れた環境でも、父はせん妄にな
り３回はベッドから下りて転倒していました。

けれど、在宅では身体拘束をしようとは思わ
なかった。病院なら、何か対策をしないと今度
は骨折するのではないか、頭を打ったらどうし
ようと考えて、離床センサーを駆使して用意す
るに決まっていると思います。在宅で家族を
介護する気持ちと同じように、患者ではなく、
１人の人間として、この人の尊厳を守ってあげ
たいと思える看護師になりたいし、そのような
考えを皆がもつことができる組織作りをはじめ
て行かなければならないと、私は父の看護を通
して、改めて看護について思い返しています。
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理事会議事録（速報）
令和６年度　第７回

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

Ⅰ　日　時　令和７年１月16日㈭
　　　　　　15：00 ～ 15：40

Ⅱ　場　所　兵庫県医師会館６階
　　　　　　第４・５会議室

Ⅲ　出席者　理事総数20名　出席理事18名
　　　　　　監事総数２名　出席監事２名
　　理　事：�西昂（会長）、髙橋玲比古（副会長）、

橋本創（副会長）、森光樹（副会長）、
常岡豊、大村武久、那須範滿、
大江与喜子、藤久和、具英成、
宮地千尋、吉田寛、栗原英治、
大西尚、井上喜通、井野隆弘、
江尻一成、東靖人

　　監　事：北川透、稲見直邦
　　オブザーバー：�播間利光（事務長会会長）、

寺岡由佳里（看護部長会会長）

�　なお、髙橋玲比古、橋本創、森光樹、大村武久、
那須範滿、大江与喜子、藤久和、宮地千尋、
吉田寛、栗原英治、大西尚、東靖人、井上喜通、
江尻一成はWeb会議システムにより出席した。

Ⅳ　会議の成立
　�　理事18名が出席し、定款第34条に規定する

定足数を満たしており、本理事会が成立した
旨確認された。

Ⅴ　議　長
　�　西昂会長が、定款第33条の規定により議長

となった。

Ⅵ　議事の経過の要領及びその結果
　１　協議事項
　　⑴　令和７年度 事業計画（案）について
　　　�　橋本事務局長より、「令和７年度事業

計画（案）」として、「管理運営・経営改
善に関する事業」「地域医療に関する事
業」「行政及び関連団体との連携に関す
る事業」「民間病院の労務・福利厚生に
関する事業」「広報活動に関する事業」「研
修会、講演会などの開催に関する事業」

「「神戸圏域医療介護連携システム」の
運営」「他団体の活動支援」を従前通り
実施することについて説明があり、協議
の結果、全員一致をもって承認し、可決
した。

　　⑵　�令和６年度近畿病院団体連合会第２回
委員会について

　　　�　橋本事務局長より、下記のとおり開催
されるとの説明があった。また、提案議
題を受け、兵庫県病院協会と共同で作成
したアンケートを既に会員病院に事務局
から送付しており、集計結果を兵庫県病
院協会との合同理事会（開催：２月19日
㈬）で報告する旨説明があり、協議の結
果、全員一致をもって承認し、可決した。
なお、現時点でのアンケート回答数は
111病院。

　　　�　また、西会長より、来年は兵庫県が幹
事のため、理事の先生方にもご協力願う
とともに、講師についてご意見があれば
事務局までご連絡いただくよう説明が
あった。
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　　　①　日時　令和７年２月27日㈭
　　　　　　　　13：30 ～ 18：30
　　　②　場所　ホテルグランヴィア大阪　20階
　　　　　　　　各庭Ａ・Ｂ
　　　③　議題　「�診療報酬改定の影響につい

てPART ２」
　　　　　　　　（提案　大阪府私立病院協会）
　　⑶　�都道府県病院協会連絡協議会への参画

について
　　　�　西会長より、各都道府県によって行政

の反応・対応が違うことから、東京都病
院協会猪口会長をはじめ、兵庫県民間病
院協会西会長、兵庫県病院協会大村会長
を含む15名が発起人となり、各都道府県
の病院協会が情報提供を行うための「都
道府県病院協会連絡協議会」を発足し、
兵庫県民間病院協会として参画したいと
の説明があり、協議の結果、全員一致を
もって承認し、可決した。

　　⑷　会員の入会について
　　　�　西会長より、社会医療法人中央会　尼

崎中央リハビリテーション病院院長立石
順氏から入会の申込があった旨説明があ
り、協議の結果、全員一致をもって承認
し、可決した。

　 　 　 ❖ �病　院　名　�（社医）中央会　尼崎中央
リハビリテーション病院

　 　 　 ❖ �院　　　長　立
たて

石
いし

　順
じゅん

　
　 　 　 ❖ �所　在　地　�尼崎市南塚口町６丁目８

番22号
　 　 　 ❖ �入会年月日　令和７年２月１日
　　　　※入会後の会員数　246
　　⑸　後援名義の使用承認について
　　　�　西会長より、NPO法人兵庫県腎友会

会長　松菱　理恵子氏から「兵庫慢性腎
臓病シンポジウム　2024」への後援依頼
があったが、昨年度承認しており、本年
度も後援名義の使用を認めることとした
いとの説明があり、協議の結果、全員一
致をもって承認し、可決した。

　２　報告事項
　　⑴　会報編集委員会からの報告
　　　�　東編集委員長より、会報発行の詳細と

対応について、令和７年４月から変更と
し、奇数月は印刷と協会HPに掲載し、
偶数月は報告事項等を中心に協会HP掲
載のみとする旨報告された。また、印刷
月のみ、巻頭言１名、随筆（役員）２名
の掲載とし、令和７年度の会報執筆者に
ついて報告された。

　　⑵　�令和６年度公衆衛生事業功労者厚生労
働大臣表彰の受賞について

　　　　西会長より、以下の報告があった。
　　　①　受賞者　理事　大江　与喜子　先生
　　　②　表彰式　日時　令和７年２月25日㈫
　　　　　　　　　　　　14：00 ～ 15：00
　　　　　　　　　場所　�イイノホール（東京都

千代田区）
　　⑶　�医療機関等における物価高騰対策一時

支援金の募集について（県医務課）
　　　�　橋本事務局長より、資料に基づき説明

があった。既に事務局から事前案内をし
ており、正式な通知があり次第、事務局
から各病院に案内予定であることが報告
された。

　　⑷　�令和６年度医政講演会（厚労省関係者
講演会）のご案内（県医師会主催）

　　　�　橋本事務局長より、資料に基づき説明
があった。既に事務局から案内をしてお
り、現在、事務局で出欠を取りまとめ中
であることが報告された。

　　⑸　�令和７年度役員改選に伴う次期役員候
補者の推薦について

　　　�　橋本事務局長より、１月６日付けで各
支部長宛に次期役員候補者の推薦につい
て依頼文書を送付し、提出期限は２月28
日㈮である旨報告された。



11

病院
かわら版

社会医療法人榮昌会
吉田病院 附属脳血管研究所

当院は神戸市兵庫区に位
置し、脳卒中を中心に脳疾
患を専門とする病院です。
24時間体制の救急対応から
回復期リハビリテーション、
在宅支援までを一貫して
行う医療・介護体制を構築
しております。

ここ数年であらためて感じますのは、当院も
属している神戸二次医療圏域における高齢化の
加速と、著しい人口減少です。国の人口は2008
年をピークに減少がはじまり、神戸市の人口も
同じ傾向をたどっています。市の推計人口はつ
いに150万人を下回りました。また2040年には、
65歳以上が占める入院患者の割合が、約８割に
達するのではないかという試算もあります。

そんな現状と未来予測を鑑み、当院の目指すと
ころは、脳神経外科としての脳卒中専門診療体制
をベースに、“幅広い脳神経疾患の地域包括医療”
もカバーできる診療体制の構築です。高齢化社会

が進んだことで、高齢に伴う運動障害や認知障害
に苦しむ患者さんも次第に増えてきています。そ
のため、そういったさまざまな症例に対応できるよ
うな専門外来やセンターを立ち上げております。

2019年には、正常圧水頭症センターを開設し
ました。脳神経外科・神経内科専門の医師によ
る検査・治療パスを構築、さらに言語聴覚士・
作業療法士が認知機能評価を行うチーム医療体
制で、正常圧水頭症の診療にあたっています。

2022年には、パーキンソン病治療センターを
開設しました。神経内科を専門とする医師も在
籍していますので、パーキンソン病についての
専門的な検査や治療、鑑別診断が可能です。

また、脊椎脊髄疾患も、高齢化に伴い、患者
さんが増加傾向にあります。整形外科での診療
をイメージされることが多いと思いますが、世
界的には脳神経外科で治療を行う事例が多くあ
ります。当院では、専門医による脳神経外科的
なアプローチにより、脊椎脊髄疾患や三叉神経
痛、顔面けいれんなどの診療を行っており、手
術にも対応しています。

地域医療連携部 部長
津井　誠

血管内手術室

脊椎脊髄専門外来
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脳卒中・脳梗塞は、一度回復しても再発する
人が多く、要介護となる原因の半数を占めます。
後遺症への対応といたしましては、上下肢の痙
縮を軽減させるボツリヌス（ボトックス）療法
にも対応しております。

在宅生活での継続的なリハビリテーションを
はじめ、再発予防のためには、専門的な知識を
持つ医療や介護スタッフによるケアが不可欠で
す。2012年に回復期リハビリテーション病棟を
開設して以降、居宅介護支援事業所、訪問看護
ステーション、訪問リハビリ、通所リハビリも
開設し、2020年には介護医療院も開設いたしま
した。法人での一体的な運営により、救急から
回復期、慢性期・終末期医療まで、切れ目のな
い診療を提供することが可能となりました。

地域の皆様の健康を守っていくために、今後
もスタッフ一丸となって最大限の努力をしてま
いります。

介護医療院よしだ
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新会員病院紹介
新会員プロフィール

〒661－0012	 尼崎市南塚口町６丁目８番22号
	 TEL（06）6480－8088
	 FAX（06）6480―8077
	 E-mail amachu-reha@chuoukai.or.jp
	 ホームページ https://amar.or.jp/

社会医療法人中央会

尼崎中央リハビリテーション病院

理 事 長　吉田　純一
院 　 　 長　立石　順
開 設 者　社会医療法人　中央会
敷 地 面 積　5054.15㎡
延建築面積　3384.92㎡
許可病床数　93床
診 療 科 目　リハビリテーション科・内科・循環器内科

沿 革
昭和	26	年	４	月	� 潮江病院 設立（内科・外科・産婦

人科 34床）
昭和	29	年	４	月	� 医療法人中央会 尼崎中央病院 設立

（100床）
昭和	55	年	10	月	 吉田静雄 理事長就任
昭和	58	年	７	月	� 南館（鉄筋３階建て）増築（170床）
平成	８	年	５	月	 新病院・老人保健施設一期工事完成（病院200床・老健72床）
平成	９	年	７	月	� 新病院・老人保健施設二期工事完成（病院200床 Ｂ1Ｆ～８Ｆ、老健86床 ９Ｆ～ 11Ｆ）
平成	13	年	６	月	 病院病床数199床に変更（一般病床数149床、療養型病床数50床）
平成	16	年	12	月	 吉田静雄理事長 尼崎中央病院 院長を退任
平成	19	年	９	月	 介護老人保健施設ローランド新築移転
平成	20	年	５	月	 病院 回復期リハビリテーション病棟（10Ｆ）43床開設
平成	21	年	５	月	� 病院 循環器内科・一般内科病棟（９Ｆ）25床開設　急性期病棟 看護体制７：１取得
平成	22	年	７	月	 病院 循環器内科・一般内科病棟（９Ｆ）12床増床（37床）
平成	23	年	８	月	 特定集中治療管理料１（４床）CCU（ICU）開設
平成	24	年	３	月	 平成24年３月21日付け、特定医療法人に承認
平成	25	年	２	月	 ショートステイローランド開設　
平成	26	年	10	月	 新病棟東館開設（２Ｆ：療養病棟27床、３Ｆ：薬局本館より移転）
平成	27	年	６	月	 地域包括ケア病棟27床開設（東館２Ｆ）
平成	28	年	１	月	 平成28年１月１日付け、社会医療法人に変更（平成27年11月承認）
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平成	29	年	１	月	 吉田静雄理事長 社会医療法人 中央会 会長に就任
平成	29	年	１	月	 吉田純一副院長 社会医療法人 中央会 理事長に就任
平成	30	年	６	月	 尼崎中央病院健康保険組合 設立
平成	30	年	６	月	 療養病棟（８Ｆ）50床から48床に変更　
					     回復期リハビリテーション病棟（10Ｆ）43床から45床に変更
平成	30	年	11	月	 集中治療室（ICU・４床 ９Ｆ）から高度治療室（HCU・６床）に変更
令和	元	年	６	月	 介護付有料老人ホーム トワイエ久々知開設
令和	２	年	７	月	 社会医療法人 中央会 法人本部 設置
令和	６	年	11	月	� 尼崎中央病院を病床数216床に変更（一般病床189床、地域包括ケア病床27床）
					�     療養病棟（８Ｆ）48床と、回復期リハビリテーション病棟（10Ｆ）45床の計93床が

尼崎中央リハビリテーション病院へ移転
令和	６年	11	月	� 尼崎中央リハビリテーション病院（回復期リハビリテーション病棟93床）開院
					     介護医療院トワイエ尼崎（144床）開設

病 院 紹 介
尼崎中央リハビリテーション病院では最先端のリハビリ

機器を導入し、良質なリハビリテーションをできるよう
取り組んでいます。また、中央会ヘルスケアグループそ
れぞれの機関が高い技術と専門知識を持つと同時に、
チームとして連携を図り、健康と生活に関するあらゆる
ライフステージにおいて地域の皆様を支えます。

関連事業所
◇尼崎中央病院（救急医療　高度急性期医療）
◇中央会訪問看護ステーション
◇介護医療院 トワイエ尼崎
◇ホームヘルパーステーションローランド
◇介護老人保健施設ローランド
◇中央会リハビリデイサービスひびき
◇介護老人保健施設なにわローランド
◇介護付有料老人ホームトワイエ久々知
◇短期入所生活介護施設ショートステイローランド
◇ケアプランセンターローランド/なにわローランド
◇認知症対応型通所介護センターえがお
◇尼崎市「小田北」地域包括支援センター
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エ リ ア 情 報

（公社）神戸市民間病院協会
令和６年12月度　第６回理事会

日　　時　令和７年１月８日㈬ 15：00 ～ 16：00
場　　所　神戸看護専門学校　８階　講堂

　理事総数15名　出席理事数11名
　監事総数２名　出席監事数２名

出席役員
　代表理事（会長）西昂（議事録作成者）
　理　　事　�髙橋玲比古、吉田寛、宮地千尋、

金守良、稲見直邦、吉田泰久、
藤井正彦、笹野哲郎、大西安代、
中野市雄

　監　　事　西村元延、飯塚敏勝

出席参与・参事
　参　　与　藤久和、具英成
　参　　事　�横内幸男、阿児良典、谷口美幸、

岩城一男、足立光生

上記のとおり出席があったので定款第33条の
規定により会長 西昂が議長となり、開会を宣
し議事に入った。

報告事項１　�令和６年12月度管理部門並びに看
護専門学校の収支報告 

�　議長の指名により事務局長から、12月度管
理部門並びに神戸看護専門学校収支について
報告を行った。

報告事項２　学校報告
�　議長の指名により大西学校長から下記の報
告を行った。

　⑴　学生の状況
　　１・２年：１月６日～登校
　　３年　　 ：１月７日～登校
　　１年生：令和７年２月25日～３月12日
　　　　基礎看護学実習Ⅱ
　　２年生：令和７年１月14日～２月20日
　　　　専門分野実習
　　　　（成人・老年、母性看護学実習）
　　３年生：�国家試験対策として模擬試験・補

習講義を実施 
　　第114回看護師国家試験�令和７年２月16日㈰
　　合格発表� ３月24日㈪
　　令和６年12月12日以降
　　　コロナ感染者　　　　：０名
　　　インフルエンザ感染者：５名
　⑵　2025年度入学試験について
　　令和６年12月17日　入試会議を実施
　　　�一般入試（一次試験）の合否判定ととも

に、入学者定員割れ防止策として一般試
験（三次試験）の追加試験実施の有無に
ついて検討を行った

　　今後の試験日程
　　　一般入試（二次試験）　
　　　　試 験 日：令和７年２月５日　　
　　　　願書受付期間：令和７年１月10日～ 21日
　　　　場　　所：本校８階講堂　
　　　　試験科目：国語・面接・書類審査
　　　追加試験　一般試験（三次試験）の日程案
　　　　試 験 日：令和７年３月10日
　　　　場　　所：本校８階講堂　
　　　　試験科目：国語・面接・書類審査
　⑶　今後の予定　　
　　２月３日　卒業認定会議
　　３月５日　卒業証書授与式　10：00 ～
　　　　　　　場所：本校８階講堂
報告事項３　�事務長部会・看護部長部会の取り

組み
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　�　議長の指名により事務局長から、看護部長
部会の第２回管理者研修会の概要（１月６日
付会員病院へ案内）、及び事務長部会・看護
部長部会・協会事務局の三者で実施している
会員病院への研修ニーズ等に係るアンケート
調査の概要（12月20日付会員病院へ送付）を
報告した。

議題１　�「令和６年度能登半島地震災害救援募金」
寄付への感謝状の受領について（報告）

　�　議長の指名により事務局長から、神戸市社
会福祉協議会が実施する能登半島地震災害救
援募金について、令和６年２月20日付で当協
会より20万円を寄付したことに対して、同協
議会より感謝状を受領した旨報告した。

議題２　�中央市民病院との連携会議について
（報告）

　�　議長の指名により事務局長から、令和６年
度上半期の中央市民病院と神戸市民間病院協
会との連携実績報告書の内容を説明し、連携
が順調に行われている旨報告した。

議題３　�「神戸市認知症の人にやさしいまちづくり
推進委員会」特別委員の推薦について

　�　議長の指名により事務局長から、神戸市福
祉局の所管する「神戸市認知症の人にやさし
いまちづくり推進委員会」の「認知症の診断
に関する専門部会」について、平成29年より
特別委員として尽力いただいた甲南医療セン
ターの小倉純参与の退任に伴い、後任として
西記念ポートアイランドリハビリテーション
病院副院長の西将光氏を神戸市福祉局へ推薦
する案を説明した。

　�　議長は、この案を議場に諮った結果、満場
一致で西将光氏の推薦を承認した。

議題４　�理事会へのWEB会議導入の検討状況
について

　�　議長の指名により事務局長から、10月理事
会に引き続きWEB会議導入にあたっての検

討状況を説明した。その中で、現行の定款等
において役員等は無報酬としているところ、
本年５月の総会において定款を変更し６月理
事会より報酬（税控除手取り額２千円）を支
給する方向性案を示した。

　�　議長は、この案を議場に諮った結果、満場
一致で承認した。

議題５　神戸市関係研修会について
　�　議長の指名により事務局長から、「医療安

全に関する医療機関向け研修会」（神戸市医
療安全推進協議会関係）及び「命を守る口腔
ケア～日常から備える誤嚥性肺炎の予防～」

（神戸市歯科口腔保健推進懇話会関係）の２
つの神戸市関係研修会の内容を説明した。

議題６ その他
　２月理事会
　　令和７年２月13日㈭　15：00 ～ 16：00
　合同新春交歓会
　　令和７年２月６日㈭　18：30 ～ 20：30
　　ホテルオークラ神戸35階スカイキャビン

議題終了後、第二次救急病院協議会理事会と
合同で
　① 神戸市健康局及び消防局の新年挨拶
　② �消防局からの「消防救急車による転院搬

送ガイドライン」改定の報告
を受けた。

（一社）神戸市第二次救急病院協議会
第６回理事会議事録

日　　時　令和６年12月12日㈭
　　　　　16：00 ～ 16：40
場　　所　神戸看護専門学校　８階　講堂　
出席役員　理事12名、監事２名、実行委員６名
議　　長　髙橋玲比古　会長
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議　　題
１　�川崎病院　実行委員の交代について
　�　髙橋会長から、実行委員を委嘱されていた川

崎病院経営管理部長の浦川一輝氏が任期を終
えられ後任に古谷秀文氏が着任された事で慣
例により当協議会の実行委員も同様に交代する
意向を示され、理事会に諮ったところ異議なく
承認された。よって、髙橋会長より、古谷秀文新
実行委員に12月12日付の委嘱状が手渡された。

２　�令和６年度年末年始当番体制について
　�　釜戸事務局長より11月度理事会にて決議さ

れた年末年始当番の強化体制についての本日
現在での空白補充の状況が報告された。それ
によると空白日が目立っていた基本科目当番に
ついては、内科・外科で５枠が補充され、11
月時点よりは少し充足された当番体制になった
とし、整形外科当番表の空白日も１枠補充さ
れたとした。今後も引き続き事務局は可能な限
り年末まで空白充当に働きかける事となった。

３　�救急搬送患者未収金再調査結果について
（令和３年度）

　�　釜戸事務局長より、令和６年度補助金配分
時に継続して実施している補助金での過年度
未収金残高補填を算出する事前の令和３年度
救急搬送患者未収金の再調査を行ったとし
た。その結果は、令和３年度の当時あった未
収金総額（約2840万円）が約60%弱近く減額

（約1160万円）になっていることを報告した。
この額を以て未収残高を確定し補助金の配分
時に50%相当分を補填予定であるとした。こ
れを受け、髙橋会長が理事会に諮ったところ
異議なく承認された。

４　�救急車搬送患者未収金調査の結果について
（令和６年４月～６月）

　�　釜戸事務局長より標記未収金調査の報告が
あった。それによると令和６年４月～６月は合
計で約890万円となっており令和６年度年間未

収金総額を推察すると例年度より高額金額にな
る。この要因は今回の調査では某会員病院の
未収金報告に高額な外国人死亡未収金（520万
円）が記載されており、現在回収に向けて作業
中であると確認した。これを受け、髙橋会長が
理事会に諮ったところ異議なく承認された。

事務長会定例会　議事録

日　時　令和７年１月17日㈮　15：00 ～
場　所　小田北生涯学習プラザ　学習室２・３
出　席　�西宮、伊藤、宮宗、榊、榎村、岡田、

井上、東、石橋、池上、浦野、齋藤、
野崎、徳岡、山本、鈴木、丸中、松本、
柴生、沖、辻井、田島� 計22名

議　題
１　業者によるプレゼンテーション
　　「選ばれる病院になるために」
　　サマンサジャパン㈱　担当者
２　�新型コロナ・インフルエンザ発生状況につ

いて（担当：各事務長）
　 ❖ �年末から年明けにかけてインフルエンザの

院内感染が発生し、引き続いて新型コロナ
ウイルスの院内感染が発生、通常状態に切
り替えるのが１月中旬になった。

　 ❖ �老健において12月に新型コロナウイルスに
よる施設内感染が発生した。（入所者19名・
職員11名）また敷地内にある病院の回復期
リハビリテーション病棟においてもインフ
ルエンザ、新型コロナウイルスによる院内
感染が発生した。

　 ❖ �12月中旬にインフルエンザによる院内感染
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が発生し、面会全面禁止とした。１月から
は１病棟の入院受入を停止し、１月14日に
解除となった。

　 ❖ �外来でのインフルエンザ陽性率は、年末年
始は50％以上であったが、現在は30％台ま
で低下している。

　等、様々な情報交換がなされた。
３　�近畿厚生局・保健所立入調査情報交換
　　（担当：各事務長）
　　保健所立入調査
　　　12月25日　尼崎だいもつ病院
　　　１月10日　西武庫病院
　　近畿厚生局適時調査
　　　１月14日　合志病院
４　その他
　 ❖ �医療機関等における物価高騰対策一時支援

金について
　 ❖ �２月中旬頃に役員会開催予定（令和７年度

役員改選について）
　 ❖ �委託業者（給食、清掃、廃棄物　等）の値

上げ状況について
　 ❖ �当直事務の雇用確保について
　 ❖ �労働安全衛生法の改正に伴う「化学物質管

理者の選任義務化」「保護具着用管理責任
者の選任義務化」について

次回開催　令和７年２月21日㈮　15：00 ～

2024年度　事務長研修会　議事録

日　時　令和７年１月17日㈮　15：30～17：00
場　所　西宮市医師会 会議室
出席者　30名のうち19名出席

議　長　野原会長
書　記　國見会報編集委員

事務長研修会に先立ち、㈱パワフルケア様に
「院内保育園を魅力的で恒久的な事業にするた
めに」の研修会を実施

議　案
１　医事部会よりご報告
　　（敬愛会病院　崎尾事務長）
　 ❖ �議題３項目及び医事部会研修会内容につい

て報告がなされた。
　　→特に質疑なし
２　�会報編集委員会よりご報告
　　（協立脳神経外科病院　榎本事務長）
　 ❖ �次年度からの兵庫県民間病院協会会報誌の

発行見直し案について報告がなされた。
　　→特に質疑なし。
３　その他（野原会長）
　 ❖ �時間単位での有給休暇取得を取り入れてい

る病院はあるか？（宝塚磯病院：森内事務長）
　　→�上限規定を設けて、取り入れている病院

が数病院あった。
　　　また、検討中の病院もあり。

◎次回の事務長研修会の予定
　日時：令和７年２月20日㈭　15：30 ～
　場所：西宮市医師会　会議室

第614回　事務長会・役員会　議事録

日　時　令和７年１月14日㈫　16：30～17：30
場　所　ホテルキャッスルプラザ西明石
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出席者　�黒川、田中、永田、船木、伊福、藤井、
山田、西井、吉岡、村上

協議事項
１　令和６年12月の会計報告→承認
２　医療情報交換　等 
　 ❖ �職員のSNSを通した情報発信について、事

例に基づいて意見交換を行った。
　 ❖ �個人情報保護の観点からも患者個人や職員

が特定できる内容をSNS上で発信すること
を禁止している施設がほとんどであった。

３　その他
　 ❖ �次年度の会長、副会長を含む役員人事につ

いて、意見交換を行った。

次回開催予定 
　日時：2025年２月４日㈫　16：30 ～
　場所：ホテルキャッスルプラザ西明石

令和６年度　第７回　理事役員会

日　時　令和７年１月16日㈭　18：00 ～
場　所　ホテル日航姫路　桃李

議　題
１　�兵庫県民間病院協会　理事会からの報告
　⑴　�令和６年度近畿病院団体連合会第２回委

員会について
　　①日時　�令和７年２月27日㈭
　　　　　　13：30 ～ 18：30
　　②場所　ホテルグランヴィア大阪　20階
　　　　　　名庭Ａ・B
　　③議題　「�診療報酬改定の影響について 

PART ２」 
　　　　　　（提案 大阪府私立病院協会） 
　　　　　　※�本議題に関連してアンケート調査

を実施中（期限：１月17日）
　⑵　�都道府県病院協会連絡協議会への参画に

ついて
　⑶　�兵庫慢性腎臓病シンポジウム2024開催

概要について
　⑷　会報編集委員会からの報告
　　①会報発行の詳細と対応について 
　　②会報執筆者一覧表（役員）
　⑸　�令和６年度公衆衛生事業功労者厚生労働

大臣表彰の受賞について
　　①受賞者　理事　大江 与喜子 先生 
　　②表彰式　日時　令和７年２月25日㈫
　　　　　　　　　　14：00 ～ 15：00
　　　　　　　場所　イイノホール
　　　　　　　　　　（東京都千代田区）
　⑹　�医療機関等における物価高騰対策一時支

援金の募集について（県医務課）
　　①対象施設 病院等 
　　②支援単価 有床施設　1.5万円／床 
　　※�本件については、令和６年12月18日に各

病院へFAXにて通知し協会HPに掲載
　⑺　�令和６年度医政講演会（厚労省関係者講

演会）のご案内（県医師会主催）
　　①日時　令和７年１月25日㈯
　　　　　　15：00 ～ 17：00
　　②場所　兵庫県医師会館　６階会議室 
　　③内容　�厚労省等職員による診療報酬改

定、感染症対策等にかかる講演 
　　※�本件については、令和６年12月11日に各役

員へFAXにて案内済み（締切り：１月17日）
　⑻　研修会、講演会などの開催に関する事業 
　　①総会時の特別講演会 
　　　期日　令和７年６月19日㈭ 
　　　会場　ラ・スイート神戸
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お知らせ

会報　掲載内容の訂正について

　会報１月号に次のとおり誤りがありましたので、お詫びして訂正します。

　【箇所】　会報１月号22ページ右　　東靖人理事　年頭所感タイトル
　【内容】　（誤）年頭所感2024　⇒（正）年頭所感

　　　　　　オーシャンズガーデン
　　②第20回研究発表会 
　　　期日　令和７年８月30日㈯ 
　　　会場　兵庫県中央労働センター 
　　③年末特別講演会・懇親会 
　　　期日　令和７年12月２日㈫ 
　　　会場　未定

２　西播民間病院協会　検討･報告項目
　⑴　�令和７年度役員改選に伴う次期役員候補

者の推薦について
３　その他
　⑴　次回役員会の日程
　　日時：令和７年３月29日㈯　13：00 ～
　　場所：姫路キャッスルホテル　２階松竹の間
　　※２月は休会となります。

和令 年7 月2 	 ６	日㈭	 兵庫県医療審議会救急医療部会
	 13	日㈭	 兵庫県医療審議会医療法人部会
			   第２回事務長会幹事会
	 17	日㈪	 兵庫県医療審議会地域医療対策部会
			   兵庫県感染症対策連携協議会
			   会報編集委員会
	 19	日㈬	 理事会（兵庫県病院協会との合同開催）
	 27	日㈭	 近畿病院団体連合会　第２回委員会

〔予定〕
和令 年7 月3 	 ６	日㈭	 近畿病院団体連合会　第２回事務長会

	 17	日㈪	 会報編集委員会
	 27	日㈭	 理事会
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Ⅰ　日　時　令和７年１月16日㈭
　　　　　　15：00 ～ 15：40

Ⅱ　場　所　兵庫県医師会館６階
　　　　　　第４・５会議室

Ⅲ　出席者　　理事総数14名　出席理事12名
　　　　　　　監事総数２名　出席監事２名
　　理　事：�西昂（会長）、吉田寛（副会長）、

鄭正秀（副会長）、橋本創、吉田純一、
常岡豊、大江与喜子、越智豊、
宮地千尋、中井正信、大石麻利子、
古城資久

　　監　事：大隈健英、東靖人

�　なお、吉田寛、橋本創、吉田純一、大江与喜子、
越智豊、宮地千尋、大石麻利子、古城資久は
Web会議システムにより出席した。

Ⅳ　会議の成立
　�　理事12名が出席し、定款第35条に規定する

定足数を満たしており、本理事会が成立した
旨確認された。

Ⅴ　議　長
　�　西昂会長が、定款第34条の規定により議長

となった。

Ⅵ　議事の経過の要領及びその結果
　１　協議事項
　　⑴　令和７年度 事業計画（案）について
　　　�　橋本事務局長より、「令和７年度事業

計画（案）」として、「管理運営に関する
事業」「関連団体との連携に関する事業」

「広報活動に関する事業」「研修会、講演
会などの開催に関する事業」を従前通り
実施することについて説明があり、協議
の結果、全員一致をもって承認し、可決
した。

　　⑵　�第15回ヤングフォーラムの役割分担に
ついて

　　　�　橋本事務局長より、資料に基づき、講
演会及び懇談会の役割分担について説明
があり、協議の結果、全員一致をもって
承認し、可決した。

　２　報告事項
　　⑴　�役員の継続就任に関するご意向確認に

ついて
　　　�　橋本事務局長より、１月６日付けで現

役員宛に継続意向の確認についての依頼
文書を送付しており、回答期限は１月31
日㈮である旨報告された。

（一社）兵庫県全日本病院協会だより

一般社団法人 兵庫県全日本病院協会

令和６年度　第６回理事会議事録（速報）
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議　事　要　旨　（抜　粋）議　事　要　旨　（抜　粋）

公益社団法人 全日本病院協会

2024 年度　第３回理事会・第 10回常任理事会

日　時　　2025 年１月 10 日㈮　13：00 ～ 16：00
場　所　　パレスホテル東京　2F「橘」
出席者　　定数 54 名、出席 47 名

【主な報告事項】
●�中央社会保険医療協議会　薬価専門部会につ

いて
津留常任理事より下記の報告がされた。

（第233回・2024.12.25）
• �2025年度薬価改定の骨子案が了承された。

●中央社会保険医療協議会　総会について
津留常任理事より下記の報告がされた。

（第601回・2024.12.25）
• �2025年度薬価改定の骨子案が提示され了承さ

れた。
• �DPC/PDPSにおける2024年能登半島地震等を

踏まえた対応方針案が提示され、了承された。
• �中間年改定の年に行う期中の診療報酬改定と

して、①入院時の食費の基準の見直し、②歯
科衛生士や歯科技工士のタスクシフト、手間
への評価の見直し、③長期収載品の選定療養
化や医薬品供給不安に伴う服薬指導の評価の
見直しが報告された。

●各委員会報告について
• �学術委員会委員長の池井常任理事より、全日

本病院学会におけるランチョンセミナー収録
データの２次利用について問い合わせがあ
り、対応について検討した結果、他学会と同

様に収録したデータは社内記録用に限定し、
２次利用は認めないこととしたことが報告さ
れた。

• �救急・防災委員会副委員長の猪口常任理事よ
り、日本臨床救急医学会による救急救命士の
特定行為の認定制度について、病院団体の立
場として委員の推薦依頼があり、小關委員を
推薦することを決定したことが報告された。

●厚生労働省、日医、他団体報告について
• �井上常任理事より、一般社団法人日本専門医

機構理事会（第７回）の報告が行われた。

【討議事項】
●地域医療構想等について

猪口会長より、新たな地域医療構想について、
当協会の地域医療構想に関する提言（2024.4.17）、
四病院団体協議会の2040年に求められる医療
機関機能案を交えて、これまでの経緯が説明さ
れた。

また、厚生労働省において新たな地域医療構
想に関するとりまとめが公表され、４月以降に、
新たな地域医療構想に係るガイドラインを検討
する会議が設置され、具体化が進められること、
今回のとりまとめにおいて、地域医療構想が医
療計画の上位概念として位置づけられるように
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変更されたことが説明された。
猪口会長の説明を受けて、地域医療構想を進

めるにあたっての整備資金について質問があ
り、猪口会長は、地域医療介護総合確保基金の
中で、重点支援区域、再編検討区域、モデル推
進区域に対する支援措置のほか、再編計画に基
づく地域医療構想実現に向けた税制上の優遇措
置があることを説明した。

また、新たな地域医療構想における病床機能
等報告について、医療機関機能と病床機能は連
動しているのかとの質問に対して、猪口会長は、

「医療機関機能は２つ以上選んでもよいとされ
ている」と述べ、高齢者救急等機能と在宅医療
連携機能など２つ以上の機能を選択することが
可能であると説明した。

●医師偏在対策について
神野副会長より、2024年12月25日に厚生労

働省医師偏在対策本部が公表した「医師偏在の
是正に向けた総合的な対策パッケージ」が報告
された。
「医師偏在の是正に向けた総合的な対策パッ

ケージ」では、「実効性のある総合的な医師偏
在対策を推進する」として、基本的な考え方と
して、①総合的な対策、②若手医師を対象とし
た対策、③従来のへき地対策を超えた対策－を
掲げ、若手世代と中堅シニア世代に分けて具体
的な取り組みが示されている。

医師養成過程を通じた取り組みでは、医学部
臨時定員について恒久定員内の地域枠設置等へ
の支援、広域連携型プログラムの制度化（医師
少数県等で24週以上の研修実施）などが明記さ
れている。中堅・シニア世代などへの取り組み
として、①重点医師偏在対策支援区域の設定、
②医師偏在是正プランの策定、③経済的インセ
ンティブ等、④医師少数区域等での勤務経験を
求める管理者要件の対象医療機関の拡大、勤務
経験期間の延長、⑤外来医師過多区域における
新規開業希望者への地域で必要な医療機能の要
請等（要請に従わない医療機関への医療審議会

での理由等の説明や勧告・公表等）などが明記
されている。

神野副会長は、「全体としての議論が少ない
中でパッケージが出てきた」と懸念を示しなが
ら、「個人的にはもっと効果的な規制的な対策
を入れるべきと考えており、今回の対策に実効
性がどれだけあるのかについては疑問がある」
としたほか、新たな地域医療構想等に関する検
討会の「医師偏在対策に関するとりまとめ

（2024.12.18）」に関して「両論併記が結構あり、
結論がないままパッケージができている」と指
摘した。

神野副会長の説明を受け、下記のような意見
が出された。
　・�医師数は明らかに少ない。医師偏在に対

しては規制をもってしないと医師は動か
ない。

　・�地域医療に取り組む医師の平均年齢は65歳
を超えていることを国民は全く知らない。

　・�圧倒的に医師は足りず、大変な労力を費や
している。医師のキャリアアップの大変さ
を国民が認識してくれるような施策が必要
である。

神野副会長は、外来医師過多区域での新規開
業への勧告・公表に関して、「公表するといっ
ても新聞など多くの人の目に触れる媒体に掲載
されるわけでもなく、もっと強い規制をかけな
いと医師過多区域の開業はブロックできない」
として、規制的な措置の必要性を述べた。

また、医師偏在対策と医学部教育の関連性に
関して、「地域医療によいイメージを持ってい
る若い医師もいる。専門医からリカレントで
戻って来るのは大変で、逆に最初に１～２年間
地域医療に取り組むと、専門医になっても違っ
た目線で働ける」「初期研修が一番重要である。
初期研修を何とかしなければ規制をかけてもう
まくいかない」「医学部教育を変えないと若手
医師の志向は変わらない」などの意見がだされ、
医師偏在対策と医学部教育のあり方を見直す必
要性が指摘された。
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１１
月
度
事
業
報
告

月
度
事
業
報
告

種　　目 件　数 取扱高 前年同月比 種　　目 件　数 取扱高 前年同月比

１．融　　資 0 病院 ６．牛　　乳 1 病院 32,676 2,544

２．寝　　具 26 病院 6,782,298 10,069 ７．防　　虫 0 病院 0 0

３．白　　衣 22 病院 8,791,053 △ 600,394 ８．保　　険 （手数料収入） 21 △ 4,909

４．患 者 衣 9 病院 680,141 △ 124,586 ９．飲　　料 （手数料収入） 4,810 △ 1,286

５．パ　　ン 0 病院 0 0 10．そ の 他 （手数料収入） 0 0

金額単位：円

１月理事会について

日　　時　令和７年１月16日㈭
　　　　　14：30 ～ 15：00　
場　　所　兵庫県医師会館　６階　第１会議室
役員総数　理事８名、監事２名　
出席理事　８名（うち本人出席５名）
　　　　　（うち議決権行使書出席３名）　
出席監事　１名　

議　　題　
１　報告事項　
　⑴　12月度事業及び収支について　
　　・�事務局長より資料に基づき報告、了承さ

れた。
２　協議事項　
　⑴　就業規則の一部改正について
　　�　事務局長より、就業規則第13条（定年）

の条項の改正について説明。
　　�　今般、明確化していなかった第４項につ

いて、再雇用を希望、または理事会で再雇
用を認めた者について、再雇用時に新たに
雇用契約を結び雇用条件等を定める旨説明

したところ、役員から再雇用した者の定義
がないとの指摘があり、第２項、第３項及
び第４項の条項において、再雇用した者は
嘱託職員と明記する事で承認された。

３　その他事項　
　⑴　�政府保有株（商工中金株式）の売却動向

について
　　�　昨年７月に当組合が入札に参加した商工

中金株式の競争入札について、前回は不落
札であったが、12月24日に第２回目の競争
入札が行われる事をうけ、商工中金の担当
者から入札案内があった旨報告した。

　　�　今回は、商工中金が自己株式取得で動く
事、また最低入札価額も高値が予想される
事等勘案し、入札には参加しない旨報告し
たところ承認された。

　⑵　次回役員会等の開催日時について　
　　・�定例役員会
　　　令和７年２月19日㈬　14：30 ～ 15：00
　　　医師会館６階　第１会議室
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兵庫県病院企業年金基金だより兵庫県病院企業年金基金だより

令和７年１月29日神戸市中央区のホテルオークラ神戸において、令和６年度第２回理事会・
第19回代議員会が開催され、令和７年度兵庫県病院企業年金予算書案等について審議され承
認されました。

《議　　　題》

議案第１号「令和７年度予算書案」について、26頁～ 29頁のとおり承認されました。

議案第２号「令和７年度の年金資産の運用に関する基本方針」について
　�　当基金は、令和３年度よりリスクを抑制した運用を基本方針としており、令和７年度の

年金資産の運用に関する基本方針についても、「引続きリスクを抑制した運用を行う。」と
いうことで承認されました。

議案第３号「規約の一部変更」について
　�　代議員の定数の見直し（14人から12人）について、提案どおり承認されました。
　　なお、この規約は令和７年２月１日から適用します。

令和６年度　第２回理事会・第19回代議員会開催
〔令和７年度予算等が承認されました。〕
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令和７年度収入支出予算概要

年金経理　予定損益計算書　（自　令和７年４月１日　至　令和８年３月31日）　　
　⑴　経常収支� （単位：百万円）　

費　　用　　勘　　定 収　　益　　勘　　定
科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要

給 付 費 495 老齢給付金 275 掛 金 等 収 入 454 事業主からの掛金
脱退一時金 212 
遺族給付金 8 

移 換 金 17 企業年金連合会等へ移換した年金原資 受 換 金 等 0 
運 用 報 酬 等 42 信託銀行に支払った運用手数料 運 用 収 益 183 資産運用における収益
業務委託費等 28 業務の委託手数料

計 582 計 637 

　⑵　特別収支
費　　用　　勘　　定 収　　益　　勘　　定

科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要
特 別 支 出 0 特 別 収 入 0 
繰 入 金 0 受 入 金 0 

計 0 計 0 

　⑶　負債の変動
費　　用　　勘　　定 収　　益　　勘　　定

科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要
責任準備金増加額 54 責任準備金減少額 0 

計 54 計 0 

　⑷　基本金及び総合計
費　　用　　勘　　定 収　　益　　勘　　定

科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要
別途積立金積増金 0 別途積立金取崩額 0 
当年度剰余金 1 当年度不足金 0 

計 1 計 0 
経常収支の計 582 経常収支の計 637 
特別収支の計 0 特別収支の計 0 
負債の変動の計 54 負債の変動の計 0 
総 合 計 637 総 合 計 637 
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年金経理　予定貸借対照表　（令和８年３月31日現在）

　⑴　純資産� （単位：百万円）
資　　産　　勘　　定 負　　債　　勘　　定

科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要
流 動 資 産 76 預貯金 38 流 動 負 債 0 

未収掛金 38 支 払 備 金 217 未払給付費 215
未収受換金等 0 未払移換金 2

固 定 資 産 9,230
計 9,306 計 217 

　⑵　負債
資　　産　　勘　　定 負　　債　　勘　　定

科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要
― ― 責 任 準 備 金 5,576
― ― 計 5,576

　⑶　基本金及び総合計
資　　産　　勘　　定 負　　債　　勘　　定

科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要
基 本 金 0 繰越不足金 0 基 本 金 3,513 別途積立金 3,512

当年度不足金 0 当年度剰余金 1 
計 0 計 3,513

純 資 産 の 計 9,306 純 資 産 の 計 217
負 債 の 計 5,576

基 本 金 の 計 0 基 本 金 の 計 3,513
総 合 計 9,306 総 合 計 9,306
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業務経理　業務会計　予定損益計算書　（自　令和７年４月１日　至　令和８年３月31日）
� （単位：千円）　

費　　用　　勘　　定 収　　益　　勘　　定
科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要

事 務 費 45,144 役職員給与・役職員諸手当・旅費・
退職手当引当費・需要費・会議費

掛 金 収 入 64,800 事業主からの掛金
受 入 金 0 
雑 収 入 380 

代 議 員 会 費 1,110 代議員旅費・代議員需要費・代議員
会議費

業務委託費等 2,200 
繰 入 金 7,700 福祉事業会計への繰入金
雑 支 出 4,280 連合会費・地区協議会費・各種負担

金・地方税・会報費等
剰 余 金 4,746 当年度剰余金 不 足 金 0 当年度不足金

計 65,180 計 65,180 

業務経理　業務会計　予定貸借対照表　（令和８年３月31日現在）
� （単位：千円）　

資　　産　　勘　　定 負　　債　　勘　　定
科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要

流 動 資 産 182,911 現金・預貯金 流 動 負 債 14,799 預り金
未収事務費掛金 引当金

未払金
固 定 資 産 0 固 定 負 債 0 
基 本 金 0 繰越不足金 基 本 金 168,112 繰越剰余金

当年度不足金 当年度剰余金
計 182,911 計 182,911
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業務経理　福祉事業会計　予定損益計算書　（自　令和７年４月１日　至　令和８年３月31日）
� （単位：千円）　

費　　用　　勘　　定 収　　益　　勘　　定
科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要

事 務 費 1,700 需要費 掛 金 収 入 0 
福 祉 事 業 費 5,800 福祉給付金 受 入 金 7,700 業務会計からの受入金
雑 支 出 200 雑 収 入 0 

計 7,700 計 7,700 

業務経理　福祉事業会計　予定貸借対照表　（令和８年３月31日現在）
� （単位：千円）　

資　　産　　勘　　定 負　　債　　勘　　定
科　　目 予 算 額 摘　　　要 科　　目 予 算 額 摘　　　要

流 動 資 産 0 流 動 負 債 0 
固 定 資 産 0 固 定 負 債 0 
基 本 金 0 基 本 金 0 

計 0 計 0 
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承ります！ も承っています！
会報、大学要項など
70 年以上の実績があります。

すべてまるっと、お任せください！

例えば、診察・入院・手術などの手引書を、
幅広い年代や、日本語が不慣れな方向けに

動画にも
できます

・翻訳
・イラスト作成
・ストーリー仕立てのまんが化

ご依頼ください！

e-mail : info@shichiou.co.jp

TEL：078-575-5212
FAX：078-577-8366

〒653-0012  神戸市長田区二番町４丁目 27 番地

病院年報・周年記念誌

印刷以外も

患者様向け小冊子

今ご覧いただいている会報誌も弊社で作成いたしました。

動画
資料のデジタル化
（冊子・図面など）ホームぺージ デジタルサイネージ 看板

○
○
病
院

担当：佐藤まで

ISRビル（統括本部）

Intelligent Social Reliance
アウトソーシング サポート

〒650-0026
神戸市中央区古湊通 1 丁目 2 番
　　　　　　　　　 （ISR ビル）

（業務案内）

TEL 0120-366-761
www.isr-group.co.jp

社会保険労務士

I S R 梨 本

働き方改革策定

労働条件・ハラスメント

労働保険事務組合
経営者会議

概算確定・労災特別加入

合同会社

ISRパーソネル

副 業 推 進 支 援

人材紹介・リーダー育成

男女共同参画社会づくり協定グループ（兵庫県）

ISR e-Sports

シニア躍動・企業健康経営

株式会社

アイ・エス・アール

データセンター ISR

レセプト管理・情報デザイン

ISRサテライトオフィス

リモートワーク・ウェブ会議

信頼・向上 そして社会貢献
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斡
　
旋
　
及
　
び
　
取
　
扱
　
い

基 準 寝 具 及 び
白 衣 ・ 患 者 衣 の 賃 貸 ○ ワタキューセイモア㈱

牛 乳 ○ ㈱共進舎牧農園
ねずみ・衛生害虫防除 ○ アペックス㈱

自動販売機による飲料
○ ㈱チェリオ Co.、ダイナミックベンディングネットワーク㈱
　 �関西コーヒー㈱、㈱アペックス西日本、
　 関西キリンビバレッジサービス㈱

保 険 代 理 店

○ �損害保険ジャパン代理店
　（組合募集代理店…㈱インシュアランスサービス）
　 �兵庫県民間病院協会の会員病院、従業員を対象とした自動車保険・火

災保険等の取扱い

○ �アフラック生命保険株式会社
　（組合募集代理店…㈱エイフ）
　 �組合員病院、従業員を対象とした集団扱い商品（がん保険）の取扱い

自 動 車 リ ー ス ○ ㈱イチネン

家庭常備薬、サプリメント
（対象：組合員病院の全職員）

○㈱諒和（旧 大日商事㈱）
　�組合員病院の職員の福利厚生及びその家族の疾病予防、健康増進の一

助として、年２回斡旋実施

紳士服、レディース用品
（対象：組合員病院の全職員）

○㈱青山商事と提携
　�「洋服の青山」で買い物時、「AOYAMA タイアップカード」（入会無料）

の提示により、通年、10％の割引（割引セールの場合は割引後の価格
から）が受けられる。（福利厚生の一助として）

引 越
（対象：�組合員病院及び組合

員病院の全職員）

○㈱サカイ引越センターと提携
　�「特別割引専用ダイヤル」（TEL 0120-56-1141）で申込むと、特別優待

割引（引越基本料金の 20％以上割引。但し３月 15 日～４月 15 日は除く）
が受けられる。（福利厚生の一助として）

※�上記以外にも、オゾン方式グリーストラップ改善装置、転倒リスク軽減離床センサー、多言語映像通訳等の
病院関連商品をはじめ、病院運営に役立つ物品・機器の紹介や斡旋をおこなっています。

※�また、院内業務改善やコスト削減、患者様へのサービス向上、職員の満足度向上等をお考えの組合員病院様に、
実現へのお手伝いができるよう、組合から適切な事業者・事業をご紹介し、ご提案などをさせていただきます。
お気軽にお問合せ下さい。

業 務 案 内

　　兵庫県病院協同組合（設立昭和 37 年）

　加  入  病  院　　１２０病院
　主な取引銀行　　商工中金、みなと、日新信金他
　理　 事　 長　　西　　　　　昂（医療法人康雄会　西病院理事長）
　専  務  理  事　　鄭　　　正　秀（医療法人社団博愛恵秀会　神戸博愛病院理事長）
　常  務  理  事　　森　村　安　史（医療法人樹光会　大村病院理事長）
　事  務  局  長　　谷　水　直　人

　・�協同組合には 10 万円の出資金のみ拠出いただければご加入できます。ご加入後は年会費など頂戴するこ
とはありません。

　・取扱い業務並びに組合加入 その他詳細は協同組合事務局へお問い合わせください。

協同組合事務局・ＴＥＬ （078） 230 − 2525　
ＦＡＸ （078） 230 − 2526　
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